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「漢字文化研究叢書」とは

漢字の起源、字体・字形の
変遷、音の変化などの中国
の漢字研究、および書道芸
術、漢字と民間習俗など近
年の中国における漢字文化
に関する研究の成果を広く
日本語で読める形で順次刊
行するものです。
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 『漢字文化大観』主要目次

【上巻】

●１● 文明の黎明期  漢字の起源 
未開から文明への転換点にて／原始的な実物による記録―結縄 ほか

●２● 方形文字の神秘  漢字の形態の変遷
古代文字／近代文字／異体俗体／小篆の研究

●３● 「文房」今昔物語　漢字の書写工具と記録媒体 
漢字の書写工具の変遷／漢字の記録媒体の変遷／漢字と印刷

●４● 字林に独
ひと

り一枝のみ  漢字の特徴
独特な表意性／奥深い漢字の字族体系／柔軟な造語力 ほか

●５● 中国における文字の統一
　　　 　漢字の規範化、発音表記、簡略化
漢字の規範化／漢字の発音表記／漢字の簡略化

●６● 文字学の新たな一ページ  漢字の研究と応用 
漢字に関する心理学研究／漢字の数理統計／漢字のコンピュータ処理 ほか

●７● 唇歯相依る関係  漢字と漢民族の文化 
漢字文化の研究範囲／漢字と文化の関係／漢字文化研究の基本的な視点

●８● 文字と言葉、良縁を結ぶ  
　　　 　漢字と中国語及び周縁民族の文字 
漢字と中国語／漢字と方言／漢字と女書／漢字と周縁地域民族の文字

●９● 霊妙なる味わいは正に神業と言うべし
　　　 　漢字と文学芸術
漢字と詩歌／漢字と書法／漢字と篆刻／漢字と音楽、舞踊 ほか

● 10 ● 必ずや名を正さんか  漢字と年号、姓、避諱 
漢字と年号、諡号、廟号／漢字と姓、氏／漢字と名前／漢字と避諱

【下巻】

● 11 ● 漢字に宿る古の真理  漢字と意識の形、思考様式
漢字と伝統的観念／漢字と伝統的思考様式／漢字と宗法／漢字と神話 ほか

● 12 ● 竹帛に残る帝王の事業 漢字と武器、法律、官吏
漢字と刑法／漢字と軍事／漢字と官職

● 13 ● 点画は民生を解く  漢字と衣食住 
漢字と伝統習俗／漢字と婚姻、家族／漢字と服飾／漢字と調理飲食文化 ほか

● 14 ● 漢字の語る農工商  漢字と経済活動
漢字と農業／漢字と手工業／漢字と交易／漢字と度量衡

● 15 ● 源を究むれば、法自ずと然す  漢字と動物、植物 
漢字と動物／漢字と植物

● 16 ● 字の内に芳
ほうしょう

蹤あり  海外における漢字 
朝鮮半島における漢字／日本における漢字／ベトナムにおける漢字

漢字に味わいありてその趣き尽きることなし

　中庸第四章に言う、「人の飲食せざるは莫
な

きなり。能
よ

く味
を知るは鮮

すく

なしなり」と。何を指して「味を知る」と言うか。
「味を知る」とは真理を追究する味わいを知ることである。「未
だ之を知らず」から「能く之を知る」に至る過程は、さまざ
まな条件の制約を受けた、極めて複雑な社会的認知活動であ
る。このような認知活動の中に自ら身を置くこと、知的探究
の楽しさと面白さはここに尽きる。我々ひいては全中華民族
にとって、漢字の持つ重要性は到底飲食の及ぶところではな
い。しかし、現在億万の漢字使用者にその「味を知る」者が
一体どれほどいるであろうか。
　漢字に味わいありてその趣き尽きることなし。この百万字
を優に超える『漢字文化大観』の執筆者は 48 名に上る。文
字通り、衆知を一冊に凝縮したものである。しかし、果たし
て「味を知る」作となりえているかどうか、それは読者と時
間の判断に委ねるしかない。私が個人的に言えるのは次の一
点のみである。即ち、漢字が誕生して以来、この本ほど漢字
と中国文化の関係を全方位的に研究した本はいまだかつてな
い。この本は開山の大著であり、この本の持つ意味は画期的
である。本書は新時代の産物である。

（本書「日本語版序」より抜粋）
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